2017年7月27～28日　時事共同NHK朝日新聞デジタル
改憲、蓮舫辞任、日報・稲田辞任、連合、辺野古、天皇退位、自民不祥事
公明・山口代表「内閣が改憲をテーマにしてはならない」
朝日新聞デジタル2017年7月27日14時27分

山口那津男・公明党代表
■山口那津男・公明党代表（発言録）
　（臨時国会に自民党の憲法改正原案が提出される前に同党と協議するかどうかを問われ）前から何度も申し上げているように、憲法審査会で憲法改正の議論を深めていく、お互いに努力するというのが連立政権の合意を作った時の対応だ。与党は内閣を支えるための枠組みで、内閣が憲法改正をテーマにしてはならない。
　憲法尊重擁護義務に縛られるというのが憲法の規定のとらえ方だから、与党の枠組みで何か憲法審査会の外で議論をする、合意を作ることは想定していない。憲法審査会でお互いに議論を深め、国民の理解を相伴うように議論を進めていく。この基本はこれからも変わらない。（党本部での定例会見で）
改憲で合区解消は不適切＝山口公明代表
　公明党の山口那津男代表は２７日の記者会見で、自民党が憲法４７条改正によって参院選挙区の「合区」解消を目指していることに関し、「４７条を改正し、そこに都道府県を位置付けることは、全体の整合性の観点や都道府県の役割から言って適切とは言いがたい」と批判した。（時事通信2017/07/27-13:00）
「合区」解消 公明 山口代表「改憲は慎重に検討を」
NHK7月27日 14時19分
公明党の山口代表は記者会見で、自民党が、去年の参議院選挙で導入された「合区」を解消するため、憲法改正を検討していることに関連して、憲法全体の整合性が求められるとして、慎重な検討が必要だという認識を示しました。
自民党の参議院の作業チームは、去年の参議院選挙で導入された、隣接する２つの県を１つの選挙区にする「合区」を解消するため、「選挙区などは法律で定める」としている憲法４７条を改正すべきだとする提言をまとめていて、２６日開かれた党の憲法改正推進本部でも、憲法を改正して、合区を解消すべきだという意見が大勢を占めました。
これについて、公明党の山口代表は記者会見で、「少なくとも憲法４７条の改正は、全体の整合性の観点や、都道府県の役割から言って適切とは言いがたい。憲法１４条の『法の下の平等』も含め、全体の整合性がきちんととれるような検討が基本的な在り方だ」と述べ、慎重な検討が必要だという認識を示しました。
一方、山口氏は、ＰＫＯ部隊の日報問題をめぐる防衛省の特別防衛監察について、「稲田防衛大臣が命を発して、監察を行ってきたわけだから、きちんと課題に答えられる報告を期待したい。日報の管理の適否について、国民の疑念や国会での論議にしっかり答えを出せるものにしてもらいたい」と述べました。
来年前半に改憲発議を＝自民二階派提言
　自民党二階派は、来年前半をめどに憲法改正の発議を目指すよう求める提言をまとめた。具体的な改正内容としては、戦争放棄と戦力不保持を定めた９条１、２項は変更せず、新たに９条の２を設けて自衛隊の存在を明記することを盛り込んだ。同派関係者が２７日明らかにした。安倍晋三首相（党総裁）の提案に沿った内容で、首相支持を明確にする狙いがあるとみられる。（時事通信2017/07/27-16:10）
自民・二階派が改憲提言　「来年前半に国会発議」

共同通信2017/7/27 11:56

　自民党二階派（会長・二階俊博幹事長）は、来年前半に憲法改正の国会発議を実現させるべきだとする提言をまとめた。改憲項目として、現行9条1、2項を堅持し、自衛隊の存在を明記する別立ての「9条の2」を設ける内容が柱。同派関係者が27日、明らかにした。安倍晋三首相の提案を支持する内容で、党内の改憲議論を後押しする狙いがある。

　提言では、改憲に向けて「挙党態勢で、国民の理解を得るべく行動すべきだ」と訴えた。具体的内容として、9条への自衛隊明記のほか、大災害時に国会議員任期を延長する緊急事態条項の創設も盛り込んだ。

自民二階派 自衛隊の存在明記などの改憲提言
NHK7月27日 5時21分
自民党二階派は憲法改正について、来年上半期をめどに発議を目指すとしたうえで、現在の９条を変えずに新たな条文を設けて自衛隊の存在を明記すべきだなどとした提言をまとめました。
自民党二階派の提言では「自主憲法制定を目指して具体的な行動に移していく時期が来ており、来年上半期をめどに、憲法改正の発議を行い、国民の理解を得るべく挙党体制で行動すべきだ」としています。
そのうえで、現在の９条１項と２項を変えずに新たに「９条の２」を設けて、自衛隊の存在を憲法に明記するほか、大規模な災害や有事などの緊急事態が起きた際に国会議員の任期を延長する特例を設けるべきだなどとしています。
憲法改正をめぐっては、安倍総理大臣が２０２０年の施行を目指し秋の臨時国会に党としての改正案を提出したいとしていますが、与党内からは、内閣支持率の下落を受けて慎重に議論を進めるよう求める意見も出ています。
二階派としては、提言をまとめることで党としての改正案の取りまとめに向けた議論を後押しし、安倍総理大臣を支える姿勢を鮮明にする狙いがあるものと見られます。
石破茂氏「合区は絶対解消すべき」　二院制のあり方を議論して

福井新聞2017年7月27日 午前7時00分



合区解消の必要性を語る石破茂衆院議員＝２６日、福井市の福井新聞社

　前地方創生担当相の石破茂衆院議員（６０）が２６日、福井新聞社（福井市）でインタビューに応じた。昨夏の参院選で、地元鳥取県が隣接する島根県と選挙区が合区となった経験を踏まえ「選挙区が広すぎ、有権者が候補者にアクセスする権利が奪われた。当選後も、国政の場でさまざまな民意をどう代弁するのかという問題がある」と指摘。「合区は絶対に解消すべきだ」と訴えた。

　昨夏の参院選福井選挙区は議員１人当たりの有権者数が全国で最も少なく、最多の埼玉選挙区との１票の格差は約３倍だった。県内関係者からは「２年後の参院選は、福井選挙区が合区になるのでは」との懸念の声が出ている。

　石破氏は「合区解消ありきではなく、二院制のあり方を議論し、衆参それぞれの役割を憲法に明記することが結果的に合区解消につながる」との考えを示した。「衆院は権力をつくる院、参院は権力を監視する院」との役割分担を例示し「地方が滅びれば日本は滅びる。参院の特性を地域代表のような形で最大限発揮させるため、１票の格差は２倍を超えても良いとの考え方もあるだろう」と述べた。

　憲法改正に関しては、安倍晋三首相（自民党総裁）が秋の臨時国会に党の改憲案を提出する構えであることについて「改憲を目指すことは自民党の政治家としての義務だ」と強調。…　

蓮舫民進代表が辞任表明＝都議選敗北で引責－前原・枝野氏、後継に意欲


辞任を表明する民進党の蓮舫代表＝２７日午後、国会内
　民進党の蓮舫代表は２７日午後、国会内で記者会見し、「代表を引く決断をした」と述べ、辞任する考えを表明した。先の東京都議選敗北により、党内が混乱した責任を取った。蓮舫氏は「いったん引いて、より強い民進党を新たな執行部に率いてもらうのが最善の策だ」と述べた。同党は速やかに蓮舫氏の後任選びに入る。代表選の結果は野党協力など今後の政局にも影響しそうだ。
　蓮舫氏は会見で共産党との選挙協力について「新執行部も引き継いでほしい」と述べ、路線継承を求めた。次期衆院選でのくら替え出馬については「一度立ち止まって考える」と述べ、再検討する考えを示した。
　民進党は今後、代表選日程や実施方法について詰める。党員投票を行う場合、後任代表の任期は２年後の９月末まで、臨時党大会や両院議員総会で選出する場合は来年９月末までとなる。
　後任には、野党再編も視野に入れる前原誠司元外相、共産党との協力に前向きな枝野幸男元官房長官がともに立候補に意欲を示している。前原氏は２７日、記者団に「前回（代表選に）出た思いは変わっていない」と述べた。若手代表格の玉木雄一郎幹事長代理を推す声もある。（時事通信2017/07/28-00:06）
民進・蓮舫代表が辞任　「私の統率力不足」

共同通信2017/7/27 17:33

　民進党の蓮舫代表は27日午後の記者会見で、代表を辞任する意向を表明した。「いったん引いて新しい執行部に率いてもらうのが最善だと考えた。東京都議選を通じて自身の足らざる部分に気付いた。統率する力が私には不足していた」と理由を述べた。都議選では公認候補の離党が相次ぎ、旧民主党時代を含め過去最低の5議席と惨敗した。蓮舫氏の突然の辞意表明で、安倍政権に対抗する野党第1党は早期の立て直しを迫られる。
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記者会見で辞任の意向を表明する民進党の蓮舫代表＝27日午後、国会

　民進党は代表選の実施方法や日程を早期に決める方針だ。後任には枝野幸男元官房長官や前原誠司元外相、玉木雄一郎幹事長代理の名前が挙がっている。

民進 蓮舫代表 記者会見で辞任を表明
NHK7月27日 15時06分
民進党の蓮舫代表は記者会見で、「より強い民進党を新たな執行部に率いてもらうのが最善の策だと判断した」と述べ代表を辞任する考えを明らかにしたうえで、速やかにみずからの後任を選ぶ代表選挙を実施するよう求めました。
この中で、民進党の蓮舫代表は「党の代表をひく決断をした。どうすれば遠心力を求心力に変えられるのか考えた結果、いったんひいて、より強い民進党を新たな執行部に率いてもらうのが最善の策だと判断した」と述べ、代表を辞任する考えを明らかにしました。
そのうえで蓮舫氏は「東京都議会議員選挙は１つのきっかけではあるが直接の原因ではない。ただ選挙結果を通じて、丁寧に仲間の声に耳を傾けていろいろな声を受け止めながら、代表になってしっかりと向き合ってきたのか、反省と足らざる部分に気づいたことも大きく、総合的に勘案した。統率する力が不足していた」と述べました。
そして蓮舫氏は、みずからの後任を選ぶ代表選挙について、「党の規約に基づき、速やかに代表選挙に入り、新たな代表と執行部を作っていただきたい。安倍内閣に対する国民の不満を代弁し、それに代わりうる『民進党、ここにあり』という態勢を作ってほしい」と述べました。
さらに蓮舫氏は新しい執行部について、「わが党には、経験がある人や志が常に高い仲間、若くてチャレンジ精神があるすばらしい仲間がいる。求心力を高める執行部ができることをせつに願う」と述べました。
一方蓮舫氏は、次の衆議院選挙で東京の小選挙区から立候補する考えを明らかにしていたことについて、「そのことも含めて、一度立ち止まる。立ち止まって考えたい」と述べ、改めて検討する考えを示しました。
代表就任からの動き
蓮舫氏は、発信力などへの期待が集まる中、去年９月、民主党時代を通じて、初めて、女性として党の代表に就任しました。党の役員人事では、党内基盤を固め、安倍政権に対じする態勢を整えたいとして、総理大臣経験者の野田氏を幹事長に起用します。
しかし、直後に行われた衆議院東京１０区と衆議院福岡６区の補欠選挙では、野党４党が民進党の候補者に一本化したものの、いずれも議席を得ることはできませんでした。
蓮舫氏は、その後、党勢の回復につなげるため、原発の稼働をゼロにする目標時期を「２０３０年」に事実上、前倒しして、法案化することなどを検討しましたが、支持団体の連合の一部や党内から十分な理解は得られませんでした。
先の東京都議会議員選挙では、立候補予定者が離党届を提出する動きが相次ぎ、最終的に、選挙前から２議席減の５議席にとどまり、党内からは「執行部を刷新すべきだ」といった意見が出されていました。
こうした中、蓮舫氏は、みずからのいわゆる「二重国籍」問題で戸籍謄本の一部を公開するなど説明に努めたほか、２５日の両院議員懇談会では、辞任の意向を表明した野田幹事長の後任を含め速やかに役員人事を行うとしていましたが、２７日になって辞任する考えを明らかにしました。
民進党の玉木幹事長代理は記者団に対し、「驚いた。安倍政権の支持率が大きく下落していく中で、しっかりした受け皿を作らなければいけないという思いから、大変、重い決断をしたのだと思う」と述べました。一方、玉木氏は、蓮舫氏の後任を選ぶ代表選挙への対応について、「突然の辞任で、今の時点では全く白紙だ。私自身が出るかどうかも含め、どうすれば国民の信頼を集めることができる受け皿を作れるのか、そのための選択としてどのようなことがベストか、私心を捨ててしっかりと考えていきたい」と述べました。
突然の辞任表明に民進党からは…
辻元清美・元国土交通副大臣は国会内で記者団に対し、「熟慮され、苦しんだと思うので、判断をしっかり受け止めたい。代表として、民進党の支持率低迷を気にして苦悩していたと思うし、そばで見ていて痛々しい感じもあった。この事態を受け止めて、党がしっかり強化される方向で対応を考えていかなければいけない」と述べました。
長妻元厚生労働大臣はＮＨＫの取材に対し、「辞任は想定していなかったので、びっくりしている。臨時国会まで時間が少ないなか、速やかに新体制に移行する必要があると判断したのだと思う。民進党は、多様な価値を認める『共生社会』の実現を綱領で掲げているが、理念を持ち、確信を持って高く掲げることができるリーダーが必要だ」と述べました。
安住代表代行は、仙台市で記者会見し、「蓮舫代表は、人心を一新しない限り求心力が戻らないと判断したのだろう。民進党は、頑張れば世論の受け皿になり得るし、国民は受け皿を必要としている。この機会を逆にチャンスと捉えて、国民に開かれた中で野党共闘や政策などについて議論して新代表を選び、決まったら、その人に従うべきだ。新代表は、首班指名での野党の統一候補になるという観点で、いい代表選挙にしたい」と述べました。
自民 二階氏「意見差し挟まず静かに見守る」
自民党の二階幹事長は、総理大臣官邸で記者団に対し、「『影響がみじんもない』と言えば、失礼にあたるから言わないが、他党のことは他党のことだ。意見を差し挟まずに静かに見守るというのが、政党政治のエチケットだ。意見を申し上げる立場にはない」と述べました。
菅官房長官は、午後の記者会見で「野党の問題であり、政府としてコメントすることは差し控えるべきだ。いずれにせよ、安倍政権としては、国民の安全・安心の万全な確保と同時に経済再生を最優先とし、一つ一つ結果を出すことでこの国を前に進め、国民の信頼を得るべく全力で取り組んでいきたい」と述べました。また、菅官房長官は、記者団が衆議院の解散への影響について質問したのに対し、「総理大臣の専権事項であり、私からコメントすべきではない」と述べました。
維新 馬場氏「不適格で辞任は当然」
日本維新の会の馬場幹事長は、コメントを発表し、「蓮舫氏は、みずからの国籍に関する説明を二転三転させ、国民の信頼を失った。また、『二重国籍であることを去年、初めて知った』と説明しているが、過去の発言と矛盾している。野党第１党の代表として不適格で辞任は当然だ」としています。
共産 志位委員長「野党共闘発展の立場不変」
共産党の志位委員長は、記者団に対し、「蓮舫氏とは、『安倍政権のもとでの憲法９条の改悪』に反対するという点も合意するなど、いろいろな面で前進があった。出処進退は本人が決めることなので、コメントは控えたい。これまでの党首間の合意に基づいて、野党と市民の共闘を発展させていきたいという立場に変わりなく、今後も誠実に力を尽くしていきたい」と述べました。
突然の投げ出し、深まる混迷＝蓮舫氏辞任、党の信頼回復遠く


記者会見場に向かう民進党の蓮舫代表＝２７日午後、国会内
　民進党の蓮舫代表が２７日、辞任を表明した。自らの指導力不足に限界を感じての決断だったが、突然の「投げ出し」に党の混迷は深まっている。後任選びがスムーズに進む保証はなく、党の立て直しや信頼回復には程遠い状況だ。
　「統率する力が私には不足していた」。蓮舫氏は２７日の記者会見で辞任の理由について、自らの指導力不足だと説明した。「東京都議選は一つのきっかけだが直接の原因ではない」とし、辞意を固めたのは「２６日」と明かした。
　後ろ盾だった野田佳彦幹事長が辞任表明したことも大きかったとみられる。党関係者は「後任幹事長のなり手がいなかった」と解説した。
　昨年９月の代表選で、タレント出身の高い知名度から「選挙の顔」と期待され圧勝。だが、昨年１０月の衆院２補欠選挙で敗北。党内には「期待外れ」の空気が広がった。弁舌の鋭さから安倍晋三首相に何度も国会論戦を挑んだが、追い詰めるまで至らず、発信力にも疑問符が付く状況だった。
　政策面では、政権との対立軸を明確にしようと脱原発志向を強めたが、再稼働を容認する支持団体の連合との関係が悪化。労組関係議員も離反、党内不和が続いた。
　都議選前には候補らが相次ぎ離党。都議選も敗北した。２５日の党両院議員懇談会では、「もう一回立ち上がっていきたい」と再起を誓ったが、出席者から「野田氏だけ辞めて済む話ではない」との批判を浴びせられた。党内には蓮舫氏に対する不満が鬱積（うっせき）していた。
　党内には、続投宣言をわずか２日後に翻す「無責任ぶり」に「大ばか者」との批判の声も上がるが、「辞めてくれてよかった」と安堵（あんど）する空気が広がっているのも事実だ。
　今後の焦点は蓮舫氏の後任選びに移る。今のところ、前回代表選で蓮舫氏と争った前原誠司元外相や、野党共闘路線を支持する枝野幸男元官房長官、若手の玉木雄一郎衆院議員の名が上がるが、党の結束につながるかは見通せない。
　保守系の前原氏は共産党と一線を画す立場で、野党共闘に不安を残す。枝野氏が共産党との距離を縮めれば、党内の路線対立が強まりかねず、玉木氏の指導力は未知数だ。年内に小池百合子東京都知事の「国政新党」が姿を現せば、党内が流動化する可能性もある。（時事通信2017/07/27-20:53）
民進・蓮舫代表、会見で辞意　「一議員にもどります」
朝日新聞デジタル2017年7月27日15時56分
　民進党の蓮舫代表が２７日、「民進党の代表を引く決断を致しました」として辞任する意向を表明した。国会内で開いた記者会見で語った。
　辞任を決断した理由について「攻めの部分は、しっかりと行政監視をしてきた。ただ一方で、受けの部分で私は力を十分出せなかった」と述べた。
　そのうえで、「いったん退（ひ）いて、より強い受けになる。民進党を新たな執行部に率いてもらうことが最大の策だと。二大政党制の民進党をつくり直すことが国民のためになる」と説明。「一議員に戻ります」と表情を引き締めた。
　衆院への転出は「一度立ち止まります」として再検討する考えを示した。
　蓮舫氏は新代表を選出する代表選を速やかに行ってほしいとの考えを示したうえで、後任の代表の人物像について、明言を避けつつも「我が党には経験のある人、志の常にある人、すばらしい仲間がいる。求心力がある執行部ができることを切に願う」と語った。
　辞任を決めた時期について「昨日、自分の中で判断した」と語った。自身の二重国籍問題の影響については「国籍の問題は判断に入っていない。全く別次元の問題だ」と述べた。
　蓮舫氏は辞任の決断について「誰にも相談していない」としたうえで、「人事に着手する手段もあったが、遠心力を求心力に変えるときに、人事で高まるのか。安倍内閣をただすために、人事ではなく、新たな執行部に委ねる道を取った」と語った。
　急な辞任表明について、「（民進党支持者らには）申し訳ないと思う。ただ１日でも空白をつくらない。強い民進党を示すための代表選を通して、立ち止まって見つめてくれるような議論を経て、安倍内閣に代わり私たちがいる、と強く示したい」と語った。
　参院議員として党首を務めた蓮舫氏。それが弱点だったかと問われると、「そう感じないと言えばうそになる」。そのうえで「今の政権のあり方、いつ解散総選挙があってもおかしくはない。総選挙に勝つ体制は整っているので、新しい方が早い段階で代表選を終えて、後段の仕上げを担って頂きたい」と語った。
　東京都議選では、前身の民主党時代を含めて過去最低の５議席となり惨敗。離党者も相次ぐが、民進党はまとまれるかと聞かれると、蓮舫氏は「できます。後ろから撃たれても水鉄砲。時間がたてば乾く。時間をかけてゆっくり関係を構築できている。信頼できる民進党にできる」と力を込めた。
「民進は蓮舫代表でいてくれた方が…」　自民党幹部本音
朝日新聞デジタル2017年7月27日20時36分


　民進党の蓮舫代表の唐突な辞任は、他党からも驚きをもって迎えられた。蓮舫氏を「くみしやすい相手」とみていた与党は当面、静観する構え。野党からは共闘路線の停滞を懸念する声が上がった。
　蓮舫氏が辞任会見をしていた２７日午後３時ごろ、自民党の二階俊博幹事長は首相官邸で安倍晋三首相と会談していた。二階氏は、会談後に記者団に蓮舫氏辞任の所感を問われると、「今初めて聞いた」としたうえで、「他党のことは他党のこと。意見を差し挟まず静かに見守るのが政党政治のエチケット」と論評を避けた。同席者によると、会談で蓮舫氏の辞任は話題に上らなかったという。
　菅義偉官房長官は会見で「政府としてコメントは差し控えるべきだ」と繰り返し、公明党の山口那津男代表も記者団に「民進党自身で振り返るべきだ。コメントは控えたい」と述べるにとどめた。
　政府・与党から表立った批判が出ないのは、民進党を低迷から脱却させられない蓮舫氏が代表でいてくれた方が都合が良いと考えていたからだ。自民党幹部は「残念だ。蓮舫氏でいてくれたほうが人気が上がらないから良いのに」と本音をのぞかせた。
　また、加計（かけ）学園問題な…
「民進党、溶けてしまわないか」　蓮舫氏辞任に地方動揺
朝日新聞デジタル2017年7月27日23時07分

記者会見場へ向かう民進党の蓮舫氏（中央）＝２７日午後２時５８分、国会内、岩下毅撮影
　民進党立て直しの期待を背負いながら、代表就任から１年もたたずに辞任を表明した蓮舫氏。党員や地方議員らに戸惑いが広がった。
　党のサポーターで堺市堺区の会社役員上総秀隆さん（６４）は昨年９月の代表選で、野党共闘や発信力に期待し、蓮舫氏に投票した。辞任表明に「周りがもり立てないといけないのに党内がバラバラ。安倍政権がようやく揺らいできたのに」と話す。京都市の男性党員（４５）も「蓮舫さんにはもっとメディアで発信し、党のキャラを壊してほしかったが、従来とあまり変わらなかった」と嘆いた。
　地方組織の幹部らも党の混迷に不安を隠さない。
　大阪では、２０１５年の統一地方選で、民進の府議が１人、大阪市議がゼロになった。党の弱体化を肌身で感じてきた唯一の府議、中村哲之助・府連代表代行は「自民への明快な対立軸を示せなければ、誰が党首になっても一緒。次第に党が溶けて分解してしまわないか」と案じる。
　滋賀県連の今江政彦幹事長は、安倍政権への追及を強める中だけに「辞任は残念で、タイミングが悪い。期待があった分、１年もたなかったのは痛い」と話す。昨夏の参院選岡山選挙区で民進は、引退した江田五月氏が守ってきた議席を失った。県連幹部は「国民の信頼回復が党の課題。その状況は蓮舫代表の就任時と変わっていない」と受け止めている。
　愛媛県では、今年１０月に衆院愛媛３区補選が控える。県連の渡部昭代表は、補選で顔となる新代表について「党務に精通し、外にもアピールできる人」を望むといい、「自民の緩み、たるみ、横暴をしっかり追及してほしい」と言う。
民進 代表選挙へ 候補者擁立に向け動き活発化
NHK7月28日 4時32分
民進党は、蓮舫代表が辞任する考えを表明したことを受けて、党員やサポーターも参加する形で代表選挙を行い、秋の臨時国会が召集される前に新たな執行部を発足させたいとしており、今後、党内で候補者の擁立に向けた動きが活発化する見通しです。
民進党の蓮舫代表は、２７日の記者会見で「統率する力が不足しており、より強い民進党を新たな執行部に率いてもらうのが最善の策だと判断した」と述べ、党の体制一新を図るため代表を辞任する考えを表明しました。
これを受けて、民進党は党員やサポーターも参加する形で代表選挙を行い、秋の臨時国会が召集される前に新たな執行部を発足させたいとしており、２８日、臨時の執行役員会を開いて選挙の日程や実施方法などを検討することにしています。
今回の代表選挙では、先の東京都議会議員選挙で議席を減らし、党の支持率が低迷する中、次の衆議院選挙に向けた共産党などとの野党連携の在り方や、安倍総理大臣が強い意欲を示している憲法改正への対応などをめぐり論戦が行われる見通しです。
こうした中、去年の代表選挙に立候補した前原元外務大臣が２７日夜、みずからが率いるグループの議員と代表選挙への対応を協議したほか、玉木幹事長代理は「私自身が代表選挙に出るかどうかも含めしっかりと考えていきたい」と述べました。さらに枝野元官房長官の立候補に期待する議員が２８日、会合を開くなど、今後、党内で候補者の擁立に向けた動きが活発化する見通しです。
民進の蓮舫代表が辞意表明　後任、前原氏や枝野氏ら軸か
朝日新聞デジタル2017年7月27日13時50分
　民進党の蓮舫代表は２７日、臨時役員会を開き、代表を辞任する意向を表明した。都議選で惨敗を喫し、野田佳彦幹事長の交代を含む執行部人事を行う意向だったが、批判がおさまらず、辞任は避けられないと判断したものとみられる。
　昨年９月に代表に就任した蓮舫氏は、１０月の衆院２補選で大敗。「提案路線」を掲げ、原発稼働を２０３０年にゼロにするとの目標表明を主導したが、党内外の反発を受けて断念した。都議選は地元でもあり、求心力回復の試金石だったものの、公認候補の離党が相次ぎ、安倍政権批判の受け皿ともなり得なかった。
　後任選びは、昨年の代表選で敗れた保守派の前原誠司元外相と、リベラル派から待望論のある枝野幸男元官房長官らが軸になる可能性が高い。
前原氏・枝野氏が立候補へ　後継選び焦点　民進党代表選
朝日新聞デジタル中崎太郎、斉藤太郎2017年7月28日00時33分

民進党代表選の仕組み


民進党代表就任後の蓮舫氏の歩み
　民進党の蓮舫氏が代表を投げ出した。東京都議選の惨敗後も続投に意欲を燃やし、執行部人事に着手することを表明したばかり。党役員や側近も驚いた突然の退場劇に、党内には激震が走った。焦点は早くも後継選びに移る。
　後継選びは、前原誠司元外相と枝野幸男元官房長官を軸に展開する見通しだ。
　前原氏は２７日、自らに近い議員に代表選に立候補する意向を伝え、同僚議員への支援要請を進めた上で立候補表明する方針を申し合わせた。記者団には次期代表選について「野党第１党を再生するラストチャンス」とも指摘した。
　前原氏は昨年９月の代表選で蓮舫氏に敗れた後、「生活の不安解消」を軸とした党の国家像づくりを担当。教育無償化や年金改革と増税をセットで進める構想で、自民党への対立軸を示すことへの期待がある。
　また、党内きっての外交・安全保障政策通で改憲派からの支持は厚い。「政権政党を目指すので憲法はしっかりと党内議論したらいい」とする立場で、安倍晋三首相の改憲の進め方には批判的な立場をとっている。
　枝野氏もこれまで周囲に次期代表への意欲を示してきた。蓮舫氏の突然の辞任は想定外だったようで、この日は同僚議員と連絡を取り合い、対応を協議。枝野氏周辺は、立候補に向けた準備に入ったという。
　枝野氏は党憲法調査会長で、首…
ＰＫＯ日報で監察結果公表＝幹部処分、再発防止策も－防衛省
　防衛省は２８日、南スーダン国連平和維持活動（ＰＫＯ）派遣部隊の日報を陸上自衛隊が廃棄したと説明しながら保管していた問題で、防衛監察本部による特別防衛監察の結果を公表する。稲田氏が日報データの存在の非公表方針に関わっていたかが焦点。報告書の公表と合わせ、幹部の処分や再発防止策も発表する見通しだ。
　これを受け、黒江哲郎事務次官、陸自トップの岡部俊哉陸上幕僚長は辞任する意向だ。（時事通信2017/07/28-04:56）　
日報問題 特別防衛監察の結果きょう公表
NHK7月28日 4時45分
破棄したとしていたＰＫＯ部隊の日報を陸上自衛隊が保管していた問題で、一連の経緯を調べるため行われてきた特別防衛監察の結果が２８日午前、公表されます。監督責任をとりたいとして辞任する意向を固めた稲田防衛大臣の関わりについて特別防衛監察でどう認定されたのかが焦点となります。
防衛省は、南スーダンで去年７月、大規模な武力衝突が起きた際のＰＫＯ部隊の日報について、陸上自衛隊が破棄したと説明しましたが、実際には陸上自衛隊の司令部に保管されていたことがことし３月明らかになりました。
一連の経緯を調べるため３月から行われてきた特別防衛監察の結果は、２８日午前、公表されることになっています。防衛省関係者によりますと、稲田防衛大臣は、２月１３日の会議で陸上自衛隊の幹部から日報が保管されていたことを伝えられたほか、２日後の２月１５日にも黒江事務次官や岡部陸上幕僚長らとの会議が開かれ、情報公開請求への対応をめぐるやり取りの中で、日報の保管を改めて伝えられたということです。こうした経緯は防衛省幹部が特別防衛監察で証言しているということです。
このほか、ことし１月下旬に陸上自衛隊の幹部が統合幕僚監部の総括官に日報の保管について報告した際に、総括官から「今さら言えない」と伝えられたことや、２月には陸上自衛隊が司令部にあった日報のデータをパソコンから消去したことなどが特別防衛監察で報告されているということです。
日報の保管をめぐる問題について、稲田大臣は、これまで「隠蔽や非公表を了承した事実は全くない」などと述べています。
特別防衛監察では、稲田大臣に日報の保管が伝えられたという証言についてどう認定されたかや公表されなかった理由がどこまで解明されたのかが焦点となります。
日報問題 防衛事務次官退任へ 後任は官房長起用の方針
NHK7月28日 5時20分
政府は、ＰＫＯ部隊の日報問題で、破棄したとされた日報が陸上自衛隊に保管されていた事実を公表しないこととした防衛省の黒江事務次官を退任させ、新しい事務次官に豊田官房長を起用する方針を固めました。
破棄したとされたＰＫＯ部隊の日報を陸上自衛隊が保管していた問題をめぐって、防衛省は２８日、事実関係を解明するために実施された特別防衛監察の結果を公表します。
こうした中、政府は、陸上自衛隊に日報が保管されていた事実を公表しないこととした防衛省の黒江哲郎事務次官を退任させる方針を固めました。黒江次官は周辺に「私が責任をとらなければならない」などと伝えていて、事実上の引責辞任と見られています。
新しい事務次官には、豊田硬 官房長が起用されます。豊田氏は５８歳。昭和５７年に当時の防衛庁に入り、防衛省の人事教育局長や地方協力局次長などを経て、平成２６年７月から官房長を務めています。
この人事は２８日付けで発令されます。
稲田防衛相、辞任表明へ＝ＰＫＯ日報問題で引責－安倍首相、任命責任も
　稲田朋美防衛相は２８日午前、南スーダン国連平和維持活動（ＰＫＯ）の日報問題をめぐる特別防衛監察の結果公表に合わせ、辞任する意向を表明する。同問題で防衛省・自衛隊組織を混乱させた責任を取る。稲田氏を抜てきした安倍晋三首相の任命責任が問われるのは必至で、先の東京都議選惨敗に続き、政権にはさらなる痛手となる。
　第２次安倍政権発足後、閣僚の辞任は４月の今村雅弘復興相に続き６人目。首相は当初、来月３日に予定される内閣改造で稲田氏を交代させる考えだったが、政権運営への影響を最小限に抑えるには、これ以上辞任のタイミングを遅らせることはできないと判断したとみられる。
　稲田氏をめぐっては、都議選での「防衛省、自衛隊としてもお願いする」との応援演説で、資質を問題視する声が強まった。日報問題では、稲田氏本人が２月に陸上自衛隊幹部から非公表とする方針について報告を受けていた疑いが浮上。野党から罷免、与党からも辞任を求める声が出ていた。
　稲田氏は２８日朝、防衛省に入る際、辞任についての記者団の問い掛けには無言だった。監察結果公表に先立ち、防衛相として最後の定例閣議に出席する。内閣改造までは首相か他の閣僚が兼務する。ただ、北朝鮮情勢などで緊急事態が発生すれば、稲田氏が職務を続行する可能性もある。（時事通信2017/07/28-07:52）
稲田防衛相が辞任へ＝日報問題で引責、黒江次官も－監察結果、２８日に公表


記者に囲まれて防衛省を出る稲田朋美防衛相（中央）＝２７日午後、防衛省
　稲田朋美防衛相は南スーダン国連平和維持活動（ＰＫＯ）派遣部隊の日報問題をめぐる対応の責任を取り、辞任する意向を固めた。政府関係者が２７日、明らかにした。野党の罷免要求に対し、稲田氏をかばい続けてきた安倍晋三首相の任命責任が問われるのは必至で、政権には打撃だ。
　防衛省は防衛監察本部による特別防衛監察の結果を２８日に公表、併せて幹部の処分も示す。稲田氏は問題にめどが付いたとして同日にも辞表を提出、受理される見通しだ。稲田氏が辞任すれば、第２次政権以降、不祥事などによる閣僚辞任は６人目。８月３日の内閣改造までは首相か他の閣僚が兼務する。
　当初、首相は内閣改造で交代させる方針だったが、日報問題をめぐる稲田氏本人の対応に加え、省内の統制が利かないことへの批判が日増しに強まり、辞任は避けられないと判断した。先の東京都議選での応援演説では「防衛省、自衛隊、防衛大臣、自民党としてもお願いしたい」と発言し、その資質を疑問視する声も出ていた。
　一方、黒江哲郎事務次官も日報問題の混乱の責任を取って辞任する。陸上自衛隊トップの岡部俊哉陸上幕僚長も既に辞任の意向を固めている。関係者によると、政府は黒江氏の後任に豊田硬官房長を充てる方向で調整している。
　日報問題をめぐっては、昨年１０月の情報公開請求に対し、陸自が１２月に「廃棄した」と説明した。しかし、今年１月、陸自内にデータが残っていたことが判明。黒江氏と岡部氏らは２月、データの扱いについて対応を協議し、防衛省関係者によると、その場で「個人で保存していたもので公文書には当たらない」として公表の必要はないとの認識で一致した。
　特別防衛監察では、日報を非公表とした判断をめぐり稲田氏の関与を認定するかが焦点。稲田氏は国会答弁などで「非公表や隠蔽（いんぺい）を了承したことも、日報データが陸自に保管されていると報告を受けたこともない」と関与を否定しているが、陸自側は監察本部の聴取に対して稲田氏に報告したと説明、主張が食い違っている。（時事通信2017/07/27-22:49）
稲田防衛相が辞任へ、混乱で引責　28日にも表明、政権打撃

共同通信2017/7/27 22:08

[image: image11.jpg]



首相官邸を出る稲田防衛相＝27日午後

　稲田朋美防衛相は27日、閣僚を辞任する意向を固めた。南スーダン国連平和維持活動（PKO）部隊の日報隠蔽問題を巡り、防衛省トップとして混乱を招いた責任を取る。特別防衛監察結果の28日の公表に合わせて辞任を表明するとともに、安倍晋三首相に辞表を提出するとみられる。首相は防衛相ポストについて、8月3日にも実施する内閣改造まで自身か閣僚が兼務することも検討する。黒江哲郎事務次官、岡部俊哉陸上幕僚長の事務方、陸自両トップが辞任することも分かった。

　内閣支持率下落が続く中、安倍政権へさらなる打撃となるのは必至。民進党などは首相の任命責任を追及する。

稲田防衛相、辞任の意向　陸自部隊の日報問題で引責
朝日新聞デジタル2017年7月27日21時24分

報道陣に囲まれながら首相官邸を出る稲田朋美防衛相＝２７日午後５時４７分、岩下毅撮影






　南スーダンの国連平和維持活動（ＰＫＯ）に派遣された陸上自衛隊の部隊が作成した日報問題で、稲田朋美防衛相は２７日、引責辞任する意向を固め、安倍晋三首相に伝えた。陸自の岡部俊哉陸上幕僚長も辞任する意向を固めており、黒江哲郎防衛事務次官も交代は必至の情勢だ。防衛省は２８日、日報問題をめぐる特別防衛監察の結果を公表する。
　稲田氏は、首相が「将来のリーダー候補」として重用し、自民党政調会長などを経て昨年８月の内閣改造で防衛相に就任した。だが、日報問題をめぐる混乱や自らの言動など防衛相としての資質が再三にわたって問題となり、野党は罷免（ひめん）を要求。そのたびに首相がかばってきたことから、今回の引責辞任で首相の任命責任も問われそうだ。
　政府関係者によると、稲田氏は２７日夕、首相官邸で首相と約３０分間会談した際、辞意を伝えた。防衛相として実施を指示した特別防衛監察の結果がまとまり、日報問題には一定のメドがついたと判断し、辞任を決断したとみられる。首相も、８月３日に行う内閣改造に合わせて交代させる考えだったが、世論の批判の高まりもあり辞任を受け入れたようだ。
　問題となった日報には昨年７月…
稲田防衛相 辞任の意向固める
NHK7月27日 19時00分
稲田防衛大臣は、破棄したとしていたＰＫＯ部隊の日報を陸上自衛隊が保管していた問題で、２８日に特別防衛監察の結果が公表されることから、みずからも監督責任を取りたいとして、防衛大臣を辞任する意向を固めました。
南スーダンのＰＫＯ部隊の日報の公開をめぐり、防衛省は当初、陸上自衛隊が破棄したと説明していたものの、実際には電子データが保管されていたことが明らかになり、ことし３月から、大臣直轄の防衛監察本部が事実関係を解明するため特別防衛監察を進めています。
稲田防衛大臣は、陸上自衛隊が保管していた事実を公表しないことを了承していたと一部で報じられたのに対し、先の記者会見で、「隠蔽を了承したことも無ければ、陸上自衛隊に保管されているという報告を受けたことも無かった」と説明しています。
これに対し野党側は、稲田大臣が先の東京都議会議員選挙の応援演説で、「防衛省・自衛隊としてもお願いしたい」と投票を呼びかけたことなどもあって、罷免を求めていました。
こうした中、稲田大臣は、２８日に特別防衛監察の結果が公表されることから、みずからも監督責任を取りたいとして、防衛大臣を辞任する意向を固めました。
稲田大臣は、２８日にも安倍総理大臣に辞表を提出する見通しです。安倍総理大臣は、来月３日にも内閣改造を行う方針で、それまでの間、別の閣僚に防衛大臣を兼務させるものと見られます。
質問に答えず退庁
稲田防衛大臣は２７日午後８時過ぎ、防衛省を退庁する際、多数の記者団に囲まれ「辞任の意向を固めたのか」、「特別防衛監察の結果の発表前に辞任するのか」などと質問されましたが無言で車に乗り込みました。
防衛相辞任の意向 与党「やむなし」野党は追及
NHK7月28日 4時30分
ＰＫＯ部隊の日報問題で稲田防衛大臣が辞任する意向を固めたことについて、与党内からは、辞任はやむを得ず、後任には防衛省・自衛隊を統率するため防衛政策に精通する議員をあてるのが望ましいという意見も出ています。これに対し、野党側は辞任は当然だとして、引き続き真相の解明に向けて政府を追及するとともに安倍総理大臣の任命責任をただしていく考えです。
稲田防衛大臣は、破棄したとしていたＰＫＯ部隊の日報を陸上自衛隊が保管していた問題で、特別防衛監察の結果が公表されることから、みずからも監督責任を取りたいとして防衛大臣を辞任する意向を固め、きょうにも安倍総理大臣に辞表を提出する見通しです。
これについて、与党内では、先の東京都議会議員選挙の応援演説などをめぐり、野党側から厳しい批判を受けたことなどもあって、辞任はやむをえないという受け止めが出ています。また、稲田大臣の後任については、今回の問題で動揺する防衛省・自衛隊を統率する手腕が必要だとして防衛政策に精通する議員をあてるのが望ましいという意見も出ています。
一方、稲田大臣の辞意を受けて、特別防衛監察をめぐる閉会中審査は開かれないのではないかという指摘も出ていて、政府・与党は２８日、対応を協議することにしています。
これに対し、野党側は稲田大臣の罷免を迫っていただけに「辞任は当然で、むしろ遅すぎる」という受け止めが出ているほか、民進党の大串政務調査会長が「真相隠しのためのとかげの尻尾切りだ」と述べるなど、日報問題の真相解明ができなくなるという反発も出ています。野党側は、特別防衛監察の結果の公表を受けて、真相解明のため速やかに国会で審議を行うよう求めるとともに、引き続き安倍総理大臣の任命責任をただしていく考えです。
安倍首相、追い込まれ観念＝稲田防衛相辞任、政権にダメージ


首相官邸を出る稲田朋美防衛相＝２７日午後、東京・永田町
　南スーダン国連平和維持活動（ＰＫＯ）の日報問題をめぐる混乱の末、稲田朋美防衛相が辞任する事態に追い込まれた。支持率が急落する中でも安倍晋三首相は「秘蔵っ子」の稲田氏を擁護し続けたが、世論の辞任を求める声に抗し切れなかったとみられる。任命責任が厳しく問われそうで、政権運営は一段と厳しさを増している。
　「遅すぎる。もっと早く辞めさせるべきだった。稲田氏は歴代で一番ひどい」。自民党の防衛相経験者は２７日、吐き捨てるようにこう語った。
　２００５年８月１５日に靖国神社を参拝中の稲田氏に、電話で「郵政解散」に伴う衆院選への出馬を打診したのは首相だ。思想・信条が首相と近く、１２年の第２次政権以降、規制改革担当相、自民党政調会長を歴任。防衛相にも抜てきされた。
　だが、先の東京都議選の応援演説で「自衛隊としてもお願いする」と発言。与野党から閣僚としての資質を問う声が相次いだ。日報問題でも、稲田氏が隠蔽（いんぺい）に関与した疑いが浮上。稲田氏への風当たりは強まっていた。
　このため、首相は来月の内閣改造で交代させる方向で検討。それがこのタイミングでの辞任になったのは、防衛省の黒江哲郎事務次官や岡部俊哉陸上幕僚長が日報問題の責任を取り辞任する方向となる中、渦中の稲田氏だけ無傷ではいられないとの判断があるとみられる。自民党関係者は「次官も陸幕長も辞める。流れができていた」と語った。
　稲田氏の辞任は、政権にとって痛手だ。首相周辺は「都議選で失言したときに辞めさせておけばよかった」と語る。ただ、公明党幹部は「辞めるとしても、稲田氏にはちゃんと説明してもらわないといけない」と指摘した。
　野党は、首相の任命責任の追及を強める構え。民進党の大串博志政調会長は２７日のＢＳフジの番組で「真実を隠蔽（いんぺい）するための究極のとかげのしっぽ切りだ」と厳しく批判した。（時事通信2017/07/27-22:51）
「辞任は当然」「遅い」＝稲田防衛相に厳しい声
　稲田朋美防衛相の突然の辞意が伝えられた２７日夜。ＪＲ新宿駅（東京都新宿区）近くでは、「辞任は当然」との声が上がった。帰宅途中の会社員栗村悟さん（５３）は「都議選の応援演説や森友問題での失言などトラブル続きで信用を失っていた。辞任は遅いぐらいだ」と強調。「これだけ批判が出ているにもかかわらず、内閣として早めに手を打たなかったことが支持率低下に表れているのでは」と突き放した。
　会社員小杉夏美さん（３９）は「発言内容が変わったりして、大臣の責任を感じられない。辞めるのは仕方がない」。女性活躍を掲げる安倍内閣の看板大臣の辞意に、「女性政治家全体のイメージまで下がらないといいが」と不安を口にした。
　仕事を終えたサラリーマンらでにぎわうＪＲ新橋駅（同港区）前では、稲田氏の辞意を知らせる新聞の号外が配られた。
　知人と待ち合わせをしていた千葉市の男性会社員（３４）は「メディアに出る姿がうそくさかった」と厳しいコメント。台東区に住む寺門邦次さん（７５）は、都議選での失言を念頭に「法律を守ることが原則なのに、基本的なことが欠けている」とあきれた様子だった。（時事通信2017/07/27-22:18）
スピード出世、稲田氏のつまずき　問われ続けた「資質」
朝日新聞デジタル2017年7月28日00時13分


物議をかもした稲田朋美防衛相の主な言動
　就任から約１年、言動が問題視され続けてきた稲田朋美防衛相が辞任の意向を固めた。引き金は、南スーダン国連平和維持活動（ＰＫＯ）への派遣部隊が作成した日報をめぐる問題。安倍晋三首相が重用した稲田氏の辞任は、支持率急落にあえぐ安倍政権の求心力低下を加速させそうだ。
　「軍事組織を率いる統率の資質を決定的に欠いていた」。ある自衛隊幹部は「稲田評」をこう語る。防衛相就任から１年足らずで辞任することになった稲田氏は、当初から資質に疑問符を付け続けられてきた。
　稲田氏の最大の強みは、安倍首相との関係だった。２００５年９月に初当選。当時、自民党幹事長代理だった安倍氏から直接スカウトされた。産経新聞「正論」欄の執筆など保守系論壇で活躍し、保守強硬派としての発言が、安倍氏の目にとまった。
　１２年１２月の第２次安倍政権発足後は、要職を次々と任された。首相は稲田氏を「将来のリーダー候補」として厚遇。当選３期目ながら行政改革担当相に起用され、その後も自民党政調会長、防衛相と異例のスピードで出世を続けた。
　だが国の安全保障をつかさどる重要閣僚である防衛相になり、大きくつまずいた。この１年間は、常に「防衛相としての資質」が問われ続けた。
　最初に直面したのが、自身が繰り返してきたタカ派的な言動だ。国会で野党側から「長期的には日本独自の核保有を国家戦略として検討すべきではないか」という過去の発言を追及されると、「核のない世界に向けて全力を尽くす」などと釈明に追われた。昨年１２月には靖国神社に参拝し、中国や韓国が強く反発した。
　国会答弁でも問題発言を繰り返し、野党側から強い批判を浴びた。南スーダンＰＫＯへの派遣部隊が作成した日報に、昨年７月に首都ジュバで起きた大規模衝突が「戦闘」と記載されていた問題。稲田氏は国会で「（『戦闘』という）憲法９条上の問題になる言葉を使うべきではないから、『武力衝突』という言葉を使っている」と答弁した。自衛隊派遣を憲法違反にしないために「武力衝突」と言い換えたと受け取れる発言で、問題視された。
　学校法人「森友学園」の問題でも物議を醸した。国会答弁で、自身が同学園の訴訟に関わったことはないと強く否定したにもかかわらず、翌日には「記憶違い」を理由に撤回。野党から「虚偽答弁だ」と指摘されると、「記憶に基づいて自信をもって答弁していた」と開き直った。
　そんな稲田氏を最終的に追い込んだのは、防衛省・自衛隊トップとしての認識の甘さと統率力の欠如だった。
　６月２７日、東京都議選の応援演説で「防衛省、自衛隊、防衛大臣、自民党としてもお願いしたい」と発言。自衛隊を政治利用すると受け取れる内容に、防衛省関係者は「そんなことも事前に注意しないとだめだったのか」とうめいた。自民党は都議選で歴史的惨敗を喫し、「戦犯」（自民党幹部）の一人とされた。
　稲田氏は厳しさを増す安全保障環境の中で日本の防衛政策を牽引（けんいん）するべき役割だった。ところが、辞任の意向を固めたのは、北朝鮮がミサイル発射の兆候を見せている最中。防衛省幹部は、苦々しげにこう語った。「明日、北朝鮮にミサイルを発射されたらどうするのか。稲田氏には二度と（防衛省のある）市谷に戻って来ないで欲しい」
求心力なく、大臣辞任想定内＝ミサイル警戒も関係なく－稲田氏、無言で車に・防衛省
　稲田朋美防衛相が辞任する意向が伝えられた２７日、陸上自衛隊の日報問題に揺れる防衛省内からは「辞めるのは予想通り」との声とともに、北朝鮮の弾道ミサイル発射警戒が続く中、「トップ不在でも影響ないことの証し」と冷ややかな声が聞かれた。
　稲田氏は午後８時すぎ防衛省から退庁する際、記者団から辞意を問われても、無言のまま車に乗り込んだ。「立ち止まって」との呼び掛けにも対応しなかった。
　ある制服組幹部は２８日に日報問題の特別防衛監察の結果が出ることから、「監察結果を説明せずに投げ出すことは避けたいと考えたはずだ。結果公表と合わせて辞任が無難だろう」と淡々と話した。
　陸自幹部も「日報問題だけではなく都議選での発言もあり辞任は当然。現場の隊員はそのたびに対応に追われた」と指摘。別の幹部も「部隊査閲の際の奇抜な服装や日報問題をめぐる対応で、大臣の求心力はなかった。このタイミングで辞めるのは予想通り」と言い切った。
　稲田氏が辞任すると、内閣改造まで別の閣僚が防衛相を兼任するとみられる。ある防衛官僚は「北朝鮮のミサイル警戒のさなかに辞めてもいいということは、誰でもいいということにもなる」と冷ややかに話した。（時事通信2017/07/27-21:42）
稲田氏辞意、地元与党に驚きと批判　「説明尽くし信頼回復を」

福井新聞2017年7月28日 午前7時30分



大型ビジョンに映った「稲田防衛相が辞任の意向」を伝えるニュース＝２７日午後８時２５分ごろ、福井市のハピリンの屋根付き広場ハピテラス

　稲田朋美防衛相が２７日、南スーダンＰＫＯ派遣部隊の日報問題で辞意を固めたことを受け、福井県議ら県内の与党関係者からは「なぜこのタイミングで辞めるのか」と驚く声が聞かれた。一方で「福井１区は稲田氏の指定席ではない」として、次期衆院選の候補者選定を白紙に戻すべきとの厳しい意見もあった。

　自民党県連幹事長の斉藤新緑県議は「内閣改造を目前に控え、なぜこのタイミングなのか」と驚き「どんな背景があったのか理由が不透明だ」と首をかしげる。経験が浅い中で党政調会長などに抜てきされてきた稲田氏について「もうちょっと経験を積ませて要職に就かせるべきだった。イメージが悪くなってしまった」と残念がる。

　厳しい声も上がった。福井１区の党関係者の一人は「いろいろありすぎたのに、安倍首相がかばいすぎたのではないか。辞意を固めたのは残念無念だが、遅すぎた」と苦言を呈する。次期衆院選の候補者選定にも言及し「福井１区は稲田氏の指定席ではない。いったん白紙に戻さないと、県民は納得しないだろう」と指摘。「秋の臨時国会まで時間はたっぷりある。おわび行脚で福井の有権者に説明を尽くし、党と本人の信頼回復に努めるべきだ」と求めた。

　同じ与党の公明党県本部代表の西本恵一県議は「日報問題は防衛省の内部統制が乱れ、トップとして責任をとって辞任するのは致し方ない。追い込まれた形ではあるが、潔い決断だと思う」と述べた。その上で「長年にわたって日本の中枢を担う重要な職責を担った経験を生かしながら県民、国民のために尽力されることを願う」と語った。

稲田氏地元「内閣改造直前になぜ」　「遅すぎる」の声も
朝日新聞デジタル2017年7月27日21時13分
　稲田氏（衆院福井１区）の地元・福井県の自民党関係者や、自衛官からは、内閣改造直前での辞意をいぶかしむ声が上がった。
　「８月３日に内閣改造が予定されているのに、なぜいま、辞任なのか」。自民党福井県連の斉藤新緑幹事長（県議）は話した。「ここ何日かの中央の政治の動きは不可解で分かりにくい」と語る一方、「防衛省という、経験のない部署で気苦労もあったと思う」とねぎらった。
　一方、福井県の別の自民県議は「遅すぎる。（３月に）森友学園問題をめぐり、うそをついたと言われても仕方のない答弁をして謝罪したが、あのときに辞めるべきだった」と話した。「選挙に勝てばいいというだけでない。謙虚に周りの人の意見を聞いて判断する姿勢がなかったのではないか」との見方を示し、「ここまで長引いたことで本人にとっても傷がついた」と語った。
　自民党が歴史的惨敗を喫した東…
「仕方ない」「おごりあった」＝稲田防衛相地元、あきらめの声－福井
　稲田朋美防衛相が辞任の意向を固めた２７日、地元・福井では残念がる声とともに、仕方ないとのあきらめの声も聞かれた。
　「お辞めになるのは寂しいけれど仕方ない」と話すのは福井市内のパートの女性（６７）。稲田防衛相に何度か会ったことがあり、「ユニークで、人間性としては悪くなかった」と振り返った。一方で、「都議選で『自衛隊が応援している』みたいなことを言った。ちょっとおごったところが出てきたのではないか」と指摘した。
　公務員の男性（３２）は「残念としか言えない。福井から防衛相にまでなったのに辞任とは。もっと活躍してほしかった」と惜しんだ。
　「将来、総理大臣になるという話も出ていたのにもったいない」と話す会社員の男性（５７）は「今までは結構しっかりした人と思っていたが、最近は発言が軽かった」と苦言を呈した。
　夕方にネットニュースで辞任の意向を知ったという団体職員の男性（６３）は「防衛相として何もやっていない。大臣の資質がない」と厳しい口調で話した。（時事通信2017/07/27-22:00）
沈黙一転、与党内からも稲田氏批判　「辞任遅すぎた」
朝日新聞デジタル2017年7月27日23時32分

報道陣に囲まれながら首相官邸を出る稲田朋美防衛相＝２７日午後５時４７分、岩下毅撮影


　数々の問題発言を重ねてきた稲田朋美防衛相が、内閣改造まであと１週間というタイミングで辞意を固めた。世論の批判の高まりに加え、防衛省や自衛隊内でも反発が強まっていた。与党からは「辞任は遅すぎた」との声が上がり、野党は稲田氏の辞任後も国会で追及を続ける構えだ。
　２７日夜に「稲田氏が辞意」との報道が流れると、それまで沈黙を守っていた政権・与党内からも稲田氏への批判が上がった。自民党の元防衛副大臣は「稲田氏も安倍晋三首相も判断が遅すぎた。２人とも自分や身内を守ることばかり考え、防衛省と自衛隊が深く傷ついた」と憤った。中堅議員は「火だるまになった末の辞任。もっと早く辞めていたら、支持率もここまで下がらなかった」と、首相や稲田氏の対応を批判した。
　柴山昌彦首相補佐官は同日夜のＢＳフジの報道番組で、稲田氏をめぐる一連の問題について「厳しい批判があるのはやむを得ない」と指摘。政府関係者は「政権運営の歯車が狂い、負のスパイラルに陥っている。炎上しているサイトは早く閉めるしかない」と述べ、稲田氏の辞任は当然との見方を示した。官邸スタッフも「防衛次官や陸幕長が辞めようとしているのに、稲田氏だけ続けるわけにはいかない」と突き放した。
　南スーダンの国連平和維持活動…
稲田防衛相辞任の意向 海外メディアも高い関心
NHK7月28日 5時43分
稲田防衛大臣が辞任する意向を固めたことについて、「支持率が急落している安倍政権にとって新たな政治的打撃となる」と伝えるなど海外のメディアも高い関心を示しています。
このうちロイター通信は「稲田大臣による隠蔽の疑いや一連の失策が安倍政権の支持率の急落につながったとの見方があり、来月にも行われると見られる内閣改造では、防衛大臣の交代が予想されていた」としています。
またＡＦＰ通信は「稲田大臣は安倍総理大臣の側近だが、任期の間はＰＫＯ部隊の日報の保管をめぐる問題で批判されるなど論争ばかりだった。稲田大臣が辞任すれば支持率が急落している安倍政権にとって新たな政治的打撃となる」と伝えています。
また、中国共産党系のメディア「環球時報」の電子版は、安倍総理大臣が来月３日にも、内閣改造を行う方針であることに触れた上で「就任以来スキャンダルまみれだった稲田大臣の留任はとうの昔から絶望的だった」と伝えています。
一方、韓国の連合ニュースは稲田大臣を極右の論客だったと紹介したうえで、「靖国神社を訪問して周辺国の反発を呼んだほか、帝国主義教育の象徴である教育勅語をかばう発言をして批判を受けた。こうしたことが内閣支持率の下落に影響し政府でかばうことができなかった」という見方を示しています。
辺野古移設容認派を擁立へ　沖縄・名護市長選で自民

共同通信2017/7/27 18:30

　沖縄県の米軍普天間飛行場（宜野湾市）の名護市辺野古移設が争点となる来年2月任期満了の名護市長選について、自民党名護市支部が会合を27日開き、出馬に意欲を示していた渡具知武豊名護市議（55）を擁立する方針を決めた。支部関係者によると、渡具知氏は辺野古移設を容認する立場。31日の選考委員会で正式決定する。

　名護市長選には、移設に反対する稲嶺進市長（72）も3選を目指して出馬を調整しており、一騎打ちになる見通しだ。

　渡具知氏は市議5期目。家族や支持者の理解が得られ立候補の環境が整ったと、この日の会合で説明した。自民党の候補擁立は難航していた。

連合 ”成果で評価”の労基法改正案 合意見送り表明
NHK7月27日 14時51分
連合の神津会長は札幌市で記者会見し、働いた時間ではなく、成果で評価するとした労働基準法の改正案をめぐり、政府や経団連との修正合意を見送ることを正式に表明したうえで、改正案の最終的な内容を精査し、組織として対応を判断する考えを示しました。
この中で神津会長は、働いた時間ではなく成果で評価するとした労働基準法の改正案をめぐり、「『裁量労働制』が本来の趣旨どおりに運用されるかどうか、極めて強い問題意識を持っており、いい加減な形で長時間労働を強いられることに歯止めをかけなければならない。そうした問題意識を持つ連合への誤解がさらに広がるような選択は取れなかった」と述べ、政府や経団連との修正合意を見送ったことを正式に表明しました。
そのうえで神津会長は、今後の対応について、「今の時点では法案そのものがどうなるかわからず、全く予断を許さない。法案がどのようなものになるのかを見たうえで、改めて連合として考え方をはっきりさせていきたい」と述べ、改正案の最終的な内容を精査し、組織としての対応を判断する考えを示しました。
また神津会長は、記者団が修正合意の見送りによって政府との関係が厳しくなるのではないかと質問したのに対し、「政府にはこれまでも『是々非々』で取り組んできた。修正合意の見送りは理にかなった判断なので、そのことをもって政府との関係がおかしくなるとは考えていない」と述べました。
産別組合からも批判や疑問の声
連合を構成する産別組合からも一連の対応への批判や疑問の声が出ています。
産別組合の幹部の１人は「修正合意を見送る事態になる前に、連合の組織内で丁寧な議論が必要だった。今回の件で自分たちは軽視されていると感じている組合もある」と話していました。
また、別の産別組合の幹部は「働き方改革が進むいま、長時間労働の是正や労働者の健康確保に向け、連合がまとまるどころか組織内の乱れを示す形になってしまった。過労死を１人も出さないよう、どんな制度を作り上げていくべきなのか、もう一度意思の疎通を図ることが必要だ」と話していました。
連合傘下労組「的確な判断だ」
連合の傘下で労働組合がない企業の正社員や非正規労働者などで作る東京・渋谷区の「全国コミュニティ・ユニオン連合会」は、政府や経団連との労働基準法の改正案をめぐる修正合意について「これまでの連合の方針に反する」などとして反対する声明を出していました。
２７日に連合が修正合意を見送る方針を正式に決定したことについて「全国ユニオン」の鈴木剛会長は、「的確な判断だと思いほっとしている。政府と一部のメンバーで話をして決めるのではなく、現場の声を聞いて進めなければならない点で問題があったと思う」と話していました。
「全国ユニオン」によりますと改正案で盛り込まれた働いた時間ではなく成果で評価するなどとした「高度プロフェッショナル制度」で対象になると想定される人やその家族から過労で倒れたり、精神疾患になったりしたなどといった相談がこれまでにも多く寄せられているということです。
鈴木会長は今回の改正案について「どんなに収入が高くても仕事が好きでも、労働時間の短縮という社会の流れに逆行してはいけないと思う」と話しています。そのうえで連合に対して「今後は労働者の声をしっかりと聞いて労働者に寄り添った政策を進めていくべきだ」と話しています。
連合が方針転換した背景は
連合執行部が、政労使の修正合意を目指したのは、ことし３月に政府が、連合や経団連との協議を踏まえて取りまとめた働き方改革の実行計画に、連合が長時間労働を助長すると反対してきた「高度プロフェッショナル制度」を盛り込んだ、労働基準法の改正案の早期成立も明記されたのがきっかけでした。
連合執行部は、衆参両院で与党が過半数を占める中で、「高度プロフェッショナル制度」の導入に反対するだけでは何も得るものが無いとして、できるかぎり労働者の健康を担保する措置などを盛り込もうと政府側との修正協議を進めました。
そして、今月１３日に神津会長が安倍総理大臣と会談して改正案の修正を要望しました。しかし、連合内での調整が不十分なまま事態が一気に表面化したため、連合の地方組織や傘下の労働組合の一部から、「組織内で十分な議論を行わないまま修正合意を目指すのは認められない」などと異論が相次ぎました。
また、連合を最大の支持団体とする民進党も連絡を受けたのが神津会長と安倍総理大臣の会談の直前だったこともあり、慎重な対応を求める意見が相次ぎました。連合執行部は、こうした意見や、「内閣支持率が下落している安倍政権に助け船を出すような形になるのは得策ではない」という意見も踏まえ、これ以上、政労使の協議を進めれば組織に深刻な亀裂を生じさせかねないとして、方針を転換し、修正合意を見送ることを決めました。
“成果で評価”の労基法改正案 連合が政労使合意の見送り決定
NHK7月27日 12時24分
連合は、札幌市で臨時の中央執行委員会を開き、働いた時間ではなく成果で評価するとした労働基準法の改正案をめぐり、執行部が目指していた政府や経団連との修正合意について、組織内に異論が多いことを踏まえ、見送る方針を正式に決めました。
働いた時間ではなく成果で評価するとして労働時間の規制を外す「高度プロフェッショナル制度」を盛り込んだ労働基準法の改正案をめぐり、連合執行部は、今月１３日に神津会長が安倍総理大臣と会談し、年間１０４日以上の休日確保を使用者に義務づけることなどを改正案に盛り込むよう求めたうえで、政府や経団連との修正合意を目指していました。
しかし、連合の地方組織や傘下の労働組合の一部から「これまでの方針に反する」などと反対意見が出されたほか、連合を最大の支持団体とする民進党からも慎重な対応を求める意見が出されたため、連合は２７日、札幌市で臨時の中央執行委員会を開き、対応を協議しました。
この中で神津会長は「皆さんにご迷惑をおかけし、混乱を招いて申し訳なかった」と陳謝したうえで、組織内に異論が多いことを踏まえ、政府や経団連との修正合意を見送る方針を示し、了承されました。
また会合では、働いた時間ではなく成果で評価するとした労働基準法の改正案への今後の対応については、政府の出方を見極めながら検討していくことを確認しました。
連合が修正合意を見送る方針を正式に決定したことにより、政労使の３者による協議は白紙に戻ることになりましたが、政府は、早期成立に向けて関係者の理解を得る努力を続けるとしています。
官房長官「引き続き連合と意見交換」
菅官房長官は、午前の記者会見で、「労働基準法の改正案は、働く人の健康を確保しながら、多様で柔軟な働き方を実現するために極めて重要な法案だ。先般、連合の神津会長から修正要請があったことを重く受け止め、責任を持って検討するというスタンスに変わりはない」と述べました。
そのうえで菅官房長官は、「引き続き、連合とも意見交換をしながら、改正案の早期成立に向けて関係者の理解を得られるよう努力したい。次の国会への法案提出に向けて作業を進めていくことに変わりない」と述べました。
公明 山口代表「各界の意見を参考に進めてほしい」
公明党の山口代表は記者会見で、「連合の中でいろいろな議論があったのだろうが、労働基準法の改正案は、働き方改革を制度化していくうえで極めて重要な法案だ。政府には、各界のさまざまな意見を参考にしながら、労働生産性を引き上げ、経済成長につながる制度となるように進めてもらいたい」と述べました。
退位日、９月中にも決定　政府、発表前倒しを検討
朝日新聞デジタル2017年7月28日03時07分
　政府は、天皇陛下の退位と改元の期日を９月中にも決めて公表する方向で検討に入った。三権の長や皇族でつくる皇室会議の意見を聴いたうえで、最終決定する。当初は来年夏ごろまでの決定を想定していたが、期日を早めに確定した方が皇位継承の準備がスムーズに進むと判断した。
　政府関係者が明らかにした。政府は退位日を決めた後、いまの憲法の下では初めてとなる退位に伴う皇位継承の儀式や、天皇が退位した後の「上皇」の補佐機関などの準備に本格的に着手したい考えだ。
　退位と改元の期日をめぐり、政府は国民生活への影響を最小限に抑えるため、２０１８年１２月下旬に陛下の退位と皇太子さまの即位を実現し、年が改まる１９年元日に改元する日程を軸に検討している。一方、宮内庁内では、年末年始は重要な皇室行事が相次ぎ、１９年１月７日には陛下が重視する昭和天皇逝去３０年の式年祭もあるとして、「１９年３月末に退位、４月１日に即位と改元」の日程を推す案が出ている。
　政府は８月３日に予定する内閣改造の後、「１９年元日改元」と「１９年４月１日改元」のどちらが望ましいか、宮内庁などと調整に入る。９月中にも開かれる皇室会議を踏まえ、退位と改元の期日が正式決定すれば、政府内に皇位継承の儀式について検討する委員会を立ち上げ、式典の形式や法律上の位置づけなど、具体的な準備作業を始める方針だ。新たな元号については、来年夏以降に発表する方向で調整を進める。
　天皇陛下の退位を実現する特例法は、退位日にあたる法施行日について、特例法が公布された今年６月１６日から３年を超えない範囲で政令で定めるとし、首相が事前に皇室会議の意見を聴くことを定めている。
◆想定される今後の日程
２０１７年８月３日　内閣改造・自民党役員人事
　　　９月中　　皇室会議開催、皇位継承と改元の期日を決定か
　　　秋　　　　臨時国会で自民党改憲原案を提出か
　１８年９月末　　自民党総裁の任期満了
　　　１２月１３日　いまの衆院議員の任期満了
　　　１２月下旬　（Ａ案）　天皇陛下が退位、皇太子さま即位
　１９年１月１日　　　　　　改元
　　　３月末　　（Ｂ案）　天皇陛下が退位
　　　４月１日　　　　　　皇太子さま即位、改元
自民・今井氏、不倫報道に謝罪＝「一線は越えず」
　自民党の今井絵理子参院議員は２７日、週刊誌で既婚の橋本健神戸市議との交際を報じられ、党本部で記者団に「心から深く反省している」として謝罪した。この後コメントを発表し、相手は妻帯者であることから交際は控えていたとして「雑誌のタイトルにあるような『略奪不倫』ではない」と強調した。


不倫報道を謝罪する自民党の今井絵理子参院議員（中央）＝２７日午後、東京・永田町の同党本部


自民党の今井絵理子参院議員との交際が報じられ、報道陣の取材に応じる橋本健神戸市議＝２７日午後、神戸市役所
　今井氏はコメントで、橋本氏から「近く離婚調停になる」と聞き、最近になって交際を申し込まれたと説明。「法律上はまだ妻帯者なので一線を越えてはいけないと思い、『きちんとけじめをつけてから考えましょう』と申し上げた」と釈明した。
　橋本氏もコメントで「略奪不倫ではなく、私が積極的に交際を迫ろうとした」として謝罪。この後、記者団の取材に応じた。
　今井氏は２７日、党本部で高村正彦副総裁と会い、「誤解を招くような行動は控えて頑張ってほしい」と注意を受けた。（時事通信2017/07/27-21:07）
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